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1898 年に「膠澳租借条約」が締結され、青島を含む、面積約 540km2、人口 6－
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表 2-1 ドイツ統治初期に輸入された主要樹種（『備忘録』により作成） 
樹種 学名 輸入年 輸入国 備考
ニセアカシア Rubinia pseudocacia 1898 ドイツ 生長が速く、針葉樹と混生しやすい。北西からの強風
に弱い。良好の坑木である。
ハンノキ Alnus glutinosa 1898 ドイツ ―
プラタナス Platanus 1898 ドイツ 林業に使えなく、形がよく、並木に適応する。
アカカジワ Quercus　rubra ―1903 アメリカ 生長が速く、繁殖しやいが、種の購入が難しい。
モクレン Magnolia ―1900 アメリカ 庭園樹
ユリノキ Liriodendron tulipifera ―1900 アメリカ 庭園樹
アカマツ Pinus densiflora 1898 日本 冬の強風に弱く、風が当らない南と南東部に植えるべ
き。
サクラ Prunus＊ ―1900 日本 花を観賞でき、公園に多く植えられた。（種類不明）
コナラ Quercus　cuspidata ―1900 日本 ―
クロマツ Pinus thunbergii ―1903 日本 岩土に生きられる。強風に強い
ハンノキ Alnus japomica, incana ―1903 日本 湿地に適応する。
Alnus  incana ―1903 日本 乾燥地で生長の状況がよく、針葉樹と混植する重要な
樹種。　種の購入が難しい。
ヤチダモ Fraxinus pubinervis ―1903 日本 木と葉の形が綺麗で、一級木材。
クリ Quercus　vesca ―1903 日本と地元 防風用、大面積の植栽がよくない。
























下『備忘録』と略す）には「1898 年春、青島近郊の山々に約 10ha の広葉樹（クリ、
エンジュ、日本と山東省のゴム）と針葉樹（入手できる各種類の中国の松と日本のスギ、ヒ
ノキとマツ）が植えられた」という記録がある22)。1902 年と 1903 年の『備忘録』
には「今まで植民地区で試植成功した針葉樹は一つの樹種だけに限られ、この針葉





た針葉樹として、青島の山々や海岸に植えられることになった。1903 年に 80.19 ha、

















種としても好まれていた。1909 年までに合計 137.2 ha のニセアカシアが植えら
れた。 
植林の生態だけではなく、森林の美学も良く考えられた。海水浴場と別荘区域と
図 2-2 ドイツ統治期の植林面積（『備忘録』により作成） 





































市内から遠い観光地域まで徐々に広がっていった。1898 年から 1914 年までの 17
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壊状況は以下のようである。青島における各砲台とその付近約 80 ha 、海泊河森
林約 70 ha 、黄草庵森林約 20 ha 、丈児山森林約 5 ha 、臥狼歯山森林約 25 ha 、












マツは 687 ha、ニセアカシアは 476.8 ha、マツとニセアカシアの混林は 75.2 ha











海泊河に 206.8 ha が 1922 年までに完成し、李村河と張村河に 1334 ha が 1921
年から 1923 年の 3 年間で完成し、白沙河に 7870.6 ha が 1920 年から 10 カ年間
をかけて完成する計画が策定された44)。植林計画が順調に進むことを担保するため
に、計 98 万円の経費予算が組まれた。しかし、残念ながら、1922 年に青島が中華
民国政府に回復された時にはこれらの計画が 2、3 年分しか実施されなかった。 
日本の支配が終わるまでに植林された面積に関しては日本統治期に出版された
『青島要覧』とのち中華民国統治期に出版された『膠澳志』の両方に記録されてい
る。『青島要覧』には、1921 年春までに、官有林は 741.7 ha、白沙河上流労山水
源官有林は 476 ha、防砂林は 28.5 ha 完成したと記されている。官有林に加え、
民有林地も 31100.7 ha のうち 11226.6 ha だけに樹木が植えられ、残りの土地は
まったく無立木だったという45)。一方、『膠澳志』（食貨志 林業）によれば、日本
統治期に新たに造られた官有林は 493.2 ha、補植されたものは 139.1 ha であっ
た。水源涵養林は 754.1 ha が新に植林され、197.3 ha が補植された。防砂林は





表 2-2 日本統治期の森林及び樹種の面積（『青島軍政史』より） 
 
注：胡藤はニセアカシア、赤楊はハンノキ、櫟はクヌギである。 
草生地 畑地 其他 松 胡藤 赤楊 櫟 松胡藤 櫟胡藤 赤楊胡藤 櫟其他
青島森林 5 15 370 293.5 70 20 110 883.5
海泊河森林 15 20 15 70 55 10 15 200
黄草庵森林 2 1.5 40.0 4.05 47.55
水清溝森林 1 0.8
関家山森林 12.8 12.8
犬児山森林 2.3 7.5 5.3 15.1
老鴉嶺森林 10.7 3 2.3 6.5 22.9
臥狼歯森林 21 2 46 64.9 133.9
滄口楼山森林 16.7 16.7
蛍子楼山森林 1 6 2.5 9.7
峪楊子森林 110 88 198
九水庵森林 49.5 9.3 150 4.7 7 220.5
柳樹台森林 2 5 10.3 17.6
北九水庵森林 2.1 13 15.5
労山石門森林 12.4 3 14.9
労山蔚児鋪森林 502.4 120 30 652.4









図 2-3 は日本統治期の各官有森林の位置を示している。 
植林用の樹種については、『膠澳志』によると 1920 年にクロマツとトゲナシニセ
アカシアを計 90 万本、1921 年にクロマツとトゲナシニセアカシアを計 120 万本、








図 2-3 日本統治期に官有森林の分布（『青島軍政史』より） 
表 2-3 1922 年青島が接収された時の官有森林の面積（『膠澳志』より） 
 
森林名称 面積(ha) 森林名称 面積(ha) 森林名称 面積(ha)
青島官林 724.4 海泊河官林 128.7 老鴉嶺官林 16.5
黄草庵官林 51.2 柳樹台官林 18.9 臥狼歯山官林 144.2
水清溝官林 0.8 北九水庵官林 16.7 滄口樓山官林 18
閻家山官林 13.7 労山石門官林 16.1 塋子樓山官林 10.7
丈児山官林 16.3 労山蔚児舗官林 701.6 九水庵官林 226.6
大福島官林 15.8 天黒山官林 14.6 峪場子官林 213






























表 2-4 1916 と 1917 年伐採された樹種と面積（『青島軍政史』（第 5 巻）により作成） 
 
注：胡藤はニセアカシア、赤楊はハンノキ、赤松はアカマツである。 
1916年 同 1917年 同 同 同
胡藤、赤楊 在来種、赤松 胡藤 赤楊 其他、雑木林 在来種、赤松
手入除伐 枯損木伐採 疎伐 同 同 枯損木伐採
350000 25000 280000 74000 50000 58000
幹材（棚） 205 425 593 357 33 210






















青島が接収された時には林務局と農事試験場双方が設置されたが、1923 年 3 月
に合併され、農林事務所になった51)。行政機関が早く設置されたが、造林の経費は
年々削減されることになった。1923 年の予算は 8 万 4 千元あったが、そのうち 5
万 8 千元は俸給になって、僅かに 2 万 3 千元だけが植林事業に使われた。1924 年
にと 1925 年の 2 年は 5 万 6 千元の予算のうち植林経費は 1 万にも至らなかった。
そして、1925 年以降、治安が悪くなり、森林の盗伐と火災が多くなり、現状だけ
を維持するのも難しくなったという52)。 
このような経費や戦争など様々な理由により、1922-1929 年の 8 年間の造林事業
は既存森林の補植を中心として行われ、1923 年と 1924 年だけに森林が新たに造ら
れた。表 2-5 はこの 2 年間で植えられた森林の位置と面積を示している。風致林、
防砂林、水源涵養林を含め、僅かに 96.７ha の森林だけが造成された。このうち苗
表 2-5 1923 と 1924 年に造られた森林の位置と面積（『膠澳志』により作成） 
場　所 面積（ha) 樹種 本数 備考
太　平　山 9.6 クロマツ、ニセアカシア 82434 風致林の補植
会　姓　岬 0.2 クロマツ、ニセアカシア 2600 風致林の補植
青島森林 1.63 クロマツ、キササゲ 15603 防砂造林
南海沿岸 5.6 クロマツ 97000 上と同じ、苗木は小さい
柳木園北部 0.08 コノテガシワ 500 防砂造林
柳　樹　台 2.96 スギ、ヒノキ 20910 水源林
王子澗南山 0.27 アカマツ 1920 水源林
九　水　庵 5.76 アカシア 24500 防砂造林
九　水　庵 37.8 クヌギ 128900穴 種まき、水源林
蔚　児　舗 32.8 クヌギ 61440(穴) 種まき、水源林  
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苗木を育成する事業も滞ったことを認識し、1929-1931 年の 3 年間に官民所有林の
完成や苗木の繁殖に力を注いだ。官有林のうち苗木で造られた森林は 98.1 ha、種
まきで造られた森林は 36.1 ha であり、合計約 134.2 ha の森林が造られた。 
表 2-6 はこの 3 年間に苗木で造られた森林の種類と場所を示している。まず、森
林の種類で注目されるのはこの時期に初めて造られた記念林である。総理記念林は
国民党の総理であった孫文を記念するために、1929 年から中国各地に造られた森




のと異なり、中華民国統治期に植えられた風致林は 57.3 ha に達し、総植林面積の
半分を超えていた。とりわけ、ドイツ統治期に造られた砲台の周辺に約 40 ha の風
致林が造られた。これに関しては 1935 年の「青島市施行都市計画方案初稿」45)に
「青島はもともと農漁村であり、文化は浅く、歴史も短いので、価値のある古蹟と
表 2-6 1929-1931 年に造られた森林（『青島農林』により作成） 
1929年 1930年 1931年
総理記念林 1.7 0.5 1.6 1,2,4,6 13963 記念林
太平山 4.9 1.3 1.5 1 44016 風致林
海泊河 8.3 5 ― 1,2,5,7 48639 水源林
臥狼歯 3.1 8.4 ― 1,4 64350 水源林
1号砲台 9.6 0.6 ― 1 53961 風致林
2号砲台 ― 10.1 ― 1,5 57001 風致林
3号砲台 ― 8.6 ― 1 48368 風致林
4号砲台 ― 8.6 ― 1,5 48551 風致林
万年山 ― 0.5 ― 1 2573 風致林
觀象山 ― 0.9 ― 1 5292 風致林
蔚児舗 ― 6.7 ― 1,6 35700 水源林
老鴉嶺 ― 1.2 ― 1 7000 水源林
会姓岬 ― ― 1.2 1 6670 風致林
太平鎮 ― ― 4.3 1,5,6 23897 保安林
王子涧 ― ― 9.5 1,8 58379 風致林
注：1号：匯泉角砲台　2号：青島砲台　3号：小泥洼砲台　4号：ビスマルク砲台













積は 2474.6 ha に達し、1922 年に青島が中華民国政府に接収された時の 1,860 ha
よりも、614.6 ha の官有林が増加した。官有林と比べ、民有林の面積はより著し
く増えた。1939 年の統計によると、民有林は 23,345 ha に達し、日本統治期の倍
















た。改造はおもに張家窪、太平山、青島山と湛山で行われた。1930 年と 1931 年に
は 220.1 ha の森林に主にクロマツ林、ニセアカシア林、クロマツとクヌギの混生
林、ニセアカシアとクヌギの混生林が整えられた。そして、ドイツ統治期に植えら
れ、樹齢 30 年になった過密のクロマツ林に対し、伐採計画も立てられた。計画に




























































李村苗圃 労山苗圃 夏荘苗圃 薛家島苗圃 陰島苗圃
市区 李村区 労山区 夏荘区 薛家島 陰島
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佐であった Moritz Demling と東アラビアの戦争に参加し、第一次世界大戦中将軍



















































ことになった。駅の立地については、鉄道技師であった Heinrich Hildebrand 12)





































写真 3-1 教会公園（『青島古葉書』より） 
 





北側の部分は総督官邸庭園であった。林務局が高木を 665 本、低木を 1,532 本、灌







































られる。1898 年の地図に描かれている地形と写真 3-4 によれば、アルブレット公
園は元来谷だったことが知られる。谷の上に道路や街区を造るのは困難であったた
め、建設用地として使うことは控えられたと推定される。1911 年 12 月には都市建
設局がこの坂に木を植えることを提案し、建築廃棄物で谷を埋め立てることが行わ













1913 年まで約 101ha の公園が造られ、1 人当りの公園面積は 16.8ｍ2に達し、
2012 年の青島市の 1 人当たりの公園面積（14.58ｍ2）より高かった。ただし、こ
れらの公園はすべて欧州人区が立地していた都市の南、東に設けられ、分布は極め
て不均一であった。もし、欧州人（軍を含む）だけで計算すれば、1913 年に青島に
住んでいた欧州人は合計 2,069 であり、1 人当たりの面積は約 491.9ha に及び、驚
くほど大きい公園面積だった。それに対し、大鮑島の中国人区は面積が限られ、建
ぺい率が約 75％の高密度に建設され、公園が 1 カ所も造られなかった。また、市
区から遠く離れている台東鎮と台西鎮はそもそも都市の範囲に収められず、衛生の






1 総督府広場 総督府前園 市府前園 1898+ 3,150 広場
2 福音教会公園 ― ― 1898+ ― なし
3 森林公園 旭公園 第一公園・中山公園 1898+ 800,000 公園
4 都市公園 深山公園 銀行に占用された 1901+ 6,050 なし
5 海岸公園 曙濱公園 魯迅公園 1902+ 50,000 公園
6 総督官邸公園 霞ヶ關公園 迎賓館前園 1907+ 120,000 なし
7 アルブレット公園 大村公園 第五公園 1911+ 30,000 公園
8 駅前広場 千葉公園 第六公園 ― 992 なし
公園
番号 建設年代 面積（ｍ2） 現状
 
 


























































写真 3-7 陸軍病院(『青島写真案内』より) 
 




































たからである。1913 年に青島に在住していた日本人はわずかに 316 人であり、総
人口（60,484 人）の 0.5%をしめていたに過ぎなかったが30）、1915 年末に、青島の
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日本人は 11,009 人に達し、総人口（76,588 人）の 14.4%にも及んでいた31）。激増
する人口による住居問題への応急政策として、政府は台西鎮の東方の停車場通りに
接している面積 7,560 坪の土地を使用し、1915 年に道路延長 3,716 間の開削及び




















敷地を設ける。第 2 期工事は第 1 期完成との市街地へ接続し、東北方台と東鎮の間
に市街地を延長する。第 3 期工事は埠頭北東方に接続する鉄道線路北の干潟地を埋









拡張及び荷揚場を整理し、その付近を沿岸貿易市場及び倉庫地とする。第 2 次工事 
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裏一帯の浅瀬面積約 60 万坪を埋め立て、一大商業市街地とし、その北方に約 20 万
坪の「ジャンク」港を建設する計画であった。 
『土木誌』に記されている工事は『軍政史』の工事より範囲が大きかった。『軍






























24 カ所に及び、その面積は 389.3ha に達した。その他、気候の調和、風景の修飾、
水源の涵養等のために、所謂森林公園872.6 ha、市外天然公園8938.2 haを計画し、























表 3-2 青島市における公園と理想都市の公園の対照（『土木誌』より） 
 
種別 青島市（ha） 理想都市
天　　然　　林　　野 784.2 (7 ケ所) 694.2
自　　然　　公　　園 206.3 (5ケ所 ) 396.7 (3カ所)
小　　公　　園 78.5 (7ケ所) 297.5 (30 ケ所)































江蘇路、徳県路と山東路の 3 カ所に三角緑地が造られた（表 3-3 に参考する）。 
 
写真 3-9 千葉公園（『青島写真案内』より） 
 
 





和公園の 2 つの公園は第 3期の工事に含まれていた。表 3-3 によれば、青島が接収

















































































































































沈鴻烈は 1931 年から 1937 年まで青島の市長であり、中華民国統治期に青島の建
設に与えた影響が最も大きかった人物である。彼は 1882 年に湖北天門に生まれ、




















に勤めたという51）。1931 年—1935 年の 5 年間、青島の工務局の局長に任命され、
1935 年の都市計画でも主役を果たした。 











けられた。拡張工事としては第 1 期は四方と浮山所まで、第 2 期は滄区口と大麦島
間で拡張することになっていた。ただし、土地は民有地であり、買収の問題は財政






図 3-7 大青島市発展計画図（『青島地図通鋻』より） 
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56）（以下「施行方案」に略す）を編成した。この方案は第 1 章序言、第 2 章本計画
の範囲、第 3 章本市全盛時代の推測、第 4 章本計画の原則、第 5 章都市中心地域の
計画、第 6 章全市ゾーニング計画、第 7 章全市街路の計画、第 8 章全市園林空地の
計画、第 9 章全市の一般交通（外部の鉄道交通、市内高速交通と電車・車）の計画、
第 10 章全市衛生問題の解決、第 11 章公共建築物の配置と私有建築物の管理、第






















































写真 3-13 総督署西公園（『中国におけるドイツ建築』59)より） 
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に 16 番～18 番は日本政府によって計画されたが、接収後計画が解除され、公園は
建設されなかった。19 番～23 番は日本時期に対応する名称がなかったことから、
これらは中華民国統治期に新しく造られた公園と道路三角園であると判断できる。 
19 番の総督署西公園と 20 番の桟橋前園が新たに構築された公園である。総督署
西公園は総督署と徳県路に挟まれている三角地に位置し、面積は 2,001ｍ2 であっ









1 第一公園 旭公園 1,100,550
「小西湖」と「清明」植樹地を開拓
した。
2 第二公園 若鶴公園 16,008
荒れ果てられたので、接収後開拓し
た。
3 第三公園 新町公園 44,022
1923年に240本の木を補植し、1924
年に100本余りの木を補植した。




5 第五公園 千葉公園 1,000 花と木1178本を補植した。
6 第六公園 大村公園 8,004
花木300本を補植し、花圃を増設し
た。
7 総督宿舎公園 官邸公園 173,420 整備した。





10 海岸公園 曙浜公園 11,339 整備した。
11 江蘇路三角園 万年町園 2,001 整備した。
12 徳県路三角園 治徳町園 200 整備した。
13 山東路三角園 山東町園 667 整備した。
14 安徽路三角園 大村町園 2,001 整備した。


































































名称 年代 面積(ｍ2) 主要施設及び工事
1 中山公園 1898 1,100,550
洋式庭園を1カ所開拓し、花廊を造
り、商店を招き、池を掘った。
3 第三公園 1915+ 44,022
道路を構築し、腰掛を増やし、運動
場を造った。







24 桟橋西公園 1934 3,200
花木と芝生を植え、椅子や手すりを
設けた。トイレを改造した。
25 小青島公園 1934 ―
茶室とトイレを構築し、石テーブル
をイスを設けた




27 太平角公園 1934 ―
道路を敷き、石の腰掛を設け、森林
を整えた。
28 児童公園 1934 ― 運動施設
29 東鎮公園 1934 30,000 土山を築き、蓮池を掘った。
30 西鎮公園 1936 5,290
花木を植え、石テーブルとイスを設
け、円形の池を掘った。































図 3-8 第三公園平面図（青島城市档案館が所蔵図面より作成） 
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写真 3-14 牌楼 （国際中国学研究
センターホームページより） 
 





以西の空地を公園に開拓し、面積は 3,200m2、東公園の 5 倍以上である。護岸の工事費
用は約 870 元であり、他の施設の費用と合わせ、合計 1,650 元となった。花廊、手すり、
石階段と椅子などの費用は約 2,156 元が必要だ。花木、芝生（農林事務所担当）は約 870




















































































































































月 16 日に興亜院を設けた74）。翌年の 3 月に興亜院華北連絡部青島出張所が設けら






国内の公園建設の事業が終わって、1932 年 7 月に満州国の調査に参加し、大連、
長春、ハルピンの都市計画に携わった。1939 年に折下が満鉄の技師として青島に
赴任し、1943 年に青島特別市公署地方計画諮詢委員会委員兼幹事となった76）。終



















































































園、児童遊楽園などの施設も設けられ、毎年 200 万人の遊覧客を迎えている80）。 
 
1-1.ドイツ統治期の苗圃 













































て、古写真によると、サクラが 4 列あるいは 2 列に植えられ、相当華麗な景観が形








本統治期の記録によれば、果樹の数はリンゴが 16 種、ナシが 19 種、サクランボが



























モモ 175（サ） ― ― ―
アンズ 38（ア） ― ― ―
スグリ 395 ― ― ―




























































築されたことである。忠魂碑は 1914 年から 1915 年の戦役で戦死した 1,004 名の
陸軍、海軍将卒を記念するために建てられたものである。碑体は全部花崗石よりな












































































図 3-18 1929 年の中山公園の一部（青島城市建設档案館所蔵） 
写真 3-20 温室（『青島農林』96）より） 
 






















1938 年から 1945 年の間には中山公園も大きく破壊された。1947 年の青島農林
事務所の報告によると、戦時中に中山公園に収集されたボタンが全部日本人によっ















































図 3-20 現中山公園平面図（公園案内図と航空写真より筆者作成） 
 
写真 3-22 入口の噴水（筆者撮影） 
 






















































本殿 流れ造 六合 ○
祝詞舎 切妻 六坪 ？
中門 二タ軒切妻造 三坪 ○
塀 長延四十五間 ○
塀門（三ヶ所） 切妻造 柱真八尺 ○
神饌所 入母屋造 七塀五合 ○
神庫 校倉 八坪七合五勺 ○
拝殿 入母屋造 十九坪五合 ○
二の鳥居 神明造 柱真十五尺 ○
玉垣 木造二タ越屋根 長延百貳十七間五分 ○
玉垣門 二タ越屋根 柱真六尺一寸 ○
金刀比羅神社 春日造檜皮葺 一坪六合七勺 ○
同社玉垣 木造二タ越屋根 長延十九間 ○
同社玉垣門 二タ越屋根 柱真六尺 ○
手水舎 瓦葺切妻造 一坪七合五勺 ○
守衛詰所 瓦葺入母屋造 貳坪貳合貳勺余 ○
社務所及連続建物 入母屋造 二十八坪九分五厘五 ○
車寄 唐破風造り瓦葺き 三坪三分八厘 ？
宿直室及廊下 瓦葺入母屋造 十坪 ？
雑庫 切妻造瓦葺 七坪五合 ？
洗面所及厠 切妻造瓦葺 二坪三分貳厘 ○
稲荷神社 春日造屋根檜皮葺 ○
同上鳥居 明神造 柱真九尺 ○
同玉垣 長延六間五分 ○
石柵 長延八拾二間 ○


















































神社の参道として計画された可能性が高い。1948 年の雑誌 LIFE に掲載された写
真には神社町の南側にある店の看板に「CAFÉ」と書かれている。写真の説明文と















図 3-22 青島神社の配置復原図 
（『青島神社図絵』114）と「青島神社創立ニ関スル件申請」と古写真により作成) 
 
写真 3-24 青島神社（『青島写真帖』より） 
 































図 3-24 貯水山及び周辺（1935 年
の「大青島市発展計画図より」） 
図 3-25 中国公園及び周辺 
（1947 年の「青島市街道図」より） 
 

































1948 年 12 月のアメリカ雑誌 LIFE124）には青島の都市景観、人々の生活などに関す
























































図 3-26 貯水山児童公園及び周辺（公園の案内図と航空写真により作成） 
写真 3-26 公園の入口 
 




















































上を構成していた。1898 年-1914 年の間にはドイツ青島守備軍の人数は 1,499 人
（1899 年）－3,528 人（1907 年）134）の範囲内で変動していた。それに対し、1902
年に軍人以外の欧州人の総人口（含ドイツ人）はわずかな 688 人であり135）、1907 年























植えられなかった。ドイツ統治期の写真 3-28 と日本統治期の写真 3-29 によれば、
わずかに訓練場の南側と東側に木が植えられていたことが知られる。現在、大学の












写真 3-28 1907 年ビスマルク兵営（『青
島古葉書』より） 





























も力もかなり大きくなった145）。1930 年 4 月に国民政府教育部は楊振声を学長に任
命し、国立青島大学が正式に成立した。1931 年 9 月 18 日の「満州事変」のあと、





図 3-28 は 1928 年の私立青島大学の平面図である。図 3-27 と比較すると、施設
の配置はほとんど変わっていなかったことが分かる。ただし、訓練場の左側に建物








図 3-29 は 1935 年の国立山東大学の平面図である。図 3-28 と比べると、学校の
施設も訓練場であった庭園の部分もかなり充実させられたことが知られる。施設の








写真 3-32 1931 年の図書館（『国立青島
大学一覧』より） 
 






































年の 316 人から 1915 年の 11,009 人まで急激に増加した。このような背景により
青島に住んでいる日本人の教育のために、多くの小、中学校が造られた。 
青島中学校は 1917 年 2 月 8 日青島守備軍（その当時の軍司令官は大谷喜久蔵大将）










1920 年 3 月 5 日に校舎建設の地鎮祭が挙行された。1921 年 6 月 27 日に新校舎（桜
ヶ丘校舎）は落成し、8 月 25 日に寄宿舎も落成し移転した149）。桜ヶ丘新校舎は、総





して日本人居留民団体に保留された。1923 年 3 月に日本と中国青島行政の引き継
ぎは完了した。それ以後、在外指定校としての青島日本中学校の経費は、外務省の
特別会計から支出されることになった150）。1937 年日中戦争によって、学校は一時
























































1949 年 6 月 2 日には青島が解放され、国立山東大学が日本中学校を合併し、青
島で復校した。1958 年の 10 月に国立山東大学の主体は済南に移転し、青島に残っ
たのは海洋系、水産系と生物系の海洋生物専門と物理、化学などの学科であった。
1959 年 3 月に残された学科で山東海洋学院が創立され、中国教育部に属する独立
の総合大学になった153）。1988 年に山東海洋学院は「青島海洋大学」に改名され、





























































































































32）青島軍政史：自大正 3年 11 月至大正 6 年 9月、第 5 卷、445 
33）同上 

















































































































115）神社協会（1924）：神社協会雑誌、第二十三年、第 6 号、72 

























































155）1982 年に 366 名の学部生だけが採られたが、1986 年には学部生、修士、専門学生など

































































































































都市の建設に伴い、道路は従前より発達し、1914 年に道路の延長は 80,650m に
達した7)。ただし、欧州人と中国人の居住区が分けられたため、欧州人区の道路幅




























































































































































未完成道路が 1915 年に、最も早く完成させられた。次いで 1916～1918 の 3 年間
で第一期の都市計画で指定された区域にある上海町、所澤町、大和町、松根町、薄
雲町、軽藻町などの道路が完成した。1918 年の日本統治期の青島市街図と 1913  
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表 4-3 1916 年と 1917 年に造られた並木道（『青島軍政史』20）より） 
町名 並木種類 植樹数（本）町名 並木種類 植樹数（本）
高瀬町 胡藤 164 天津町 唐楓 105
馬関通 同 84 英町 同 62
深山町 同 223 麻布町 鈴掛 97
河南町 同 485 濱松町 同 167
横須賀町 同 293 直隷町 同 185
中野町 同 277 久留米町 銀杏 119
豊橋町 同 33 熊本町 同 42
早霧町 同 185 忠海町 同 39
早舟町 同 119 北京町 梧桐 127
注：注胡藤はニセアカシア、鈴掛はプラタナス、梧桐はアオギリである。 
表 4-2 道路の名称対照と並木の種類（筆者作成） 
独 日 中 並木 出典 独 日 中 並木 出典
ヴィルヘルム皇
帝浜
舞鶴町 太平路 A ① 北京街 北京町 北京路 △* ②&④
皇族街 姫路町 蘭山路 B ①&④ 済南街 済南町 済南路 A* ②
ハインリヒ皇子
街
佐賀町 広西路 B ① 山東街 山東町 中山路 C* ③
イレーネ街 久留米町 湖南路 C ① 李村街 李村町 李村路 × ②
フリードリヒ街 静岡町 中山路 Ã ① 芝罘街 芝罘町 芝罘路 × ②
アルベルト街 大村町 安徽路 B ⑤ 易州街 易州町 易州路 × ②
ホーエンローエ
街
治徳通 徳県路 C ① 即墨街 即墨町 即墨路 × ②
ディーりクス街 赤羽町 沂水路 C ① 滄口街 滄口町 滄口路 × ②
ビスマルク街 万年町 江蘇路 C ① × 中野町 聊城路 A* ③
ビューロー街 熊本町 日照路 D- ④ × 新町東通 清平路 A* ②&④
ティルピッツ街 曙町 莒県路 D- ④ × 新町西通 臨清路 A* ②&④
ヴィルヘルム街 不入斗町 青島路 A* ⑥ 呉淞街 呉淞町 呉淞路 A* ②&④
太子街 濱松町 湖北路 C* ② 上海街 上海町 上海路 A* ②&④
ベルリン街 麻布町 曲阜路 C* ② フェリング街 松根町 恩県路 C* ②
ブレーメン街 馬関町 肥城路 △* ② ドイツ街 大和町  熱河路 A* ②
ルイトポルト街 高瀬町 浙江路 A* ④
フラォンロト
街
青柳町 青城路 × ②
キール街 横須賀町 泰安路 A* ②&④ レイセン街 早霧町 冠県路 A* ③
ハンブルク街 深山町 河南路 A* ②&④
ヴィルヘルム
王子街
若葉町 陵県路 A* ②&④
ミュンヘン街 英町 蒙陰路 ― × 皇帝街 所澤町 館陶路 A* ③
大沽街 大沽町 大沽路 △* ② コルモラン街 軽藻町 甘粛路 C* ③&④
天津街 天津町 天津路 △* ②
アウグスタ皇
后街
花咲町 武定路 A* ③&④





































ウ、アオギリ、トウカエデ、カシワ、ギンドロ、などの全部で 15 種、8,000 本の
樹が並木として植えられ、ドイツ統治期より並木の種類が豊かになっていった 22)。






















































る（表 4-4）。しかし、李村路の延長は 465 m であり、並木の間隔は 5m とすれば、








らなかった。ただし、5 月 22 日に、中国の政治家・革命家である孫中山を記念す
表 4-4 中華民国統治期に植えられた並木（『青島農林』より） 
道路 樹 道路 樹
名称 種 1929 1930 1931 名称 種 1929 1930 1931
李村路 A 29 17 湛山一路 A 149 69
四方路 A 35 11 B 113
即墨路 A 25 12 湛山二路 A 108 89
芝罘路 A 51 47 B 142
易州路 A 45 35 湛山三路 A 95
博山路 A 51 34 B 148
済寧路 A 21 30 湛山四路 A 57
B 58
単県路 A 17 24 湛山五路 B 99
雲南路 A 47 61 太平岬一路 B 224
観城路 C 60 30 太平岬二路 B 79
東平路 C 44 21 A 58
滋陽路 C 34 15 太平岬三路 A 68
寿張路 C 75 27 B 62
費県路 C 82 38 太平岬四路 B 50
A 12 A 133 22
太平岬五路 B 38
遼寧路 A 51 89 58 太平岬六路 B 33
威海路 A 26 30 31 湛山大路 B 316
昌楽路 A 52
益都路 A 41 中山路 B 16 14
濱県路 A 58 A 50
曾県路 A 53 安徽路 B 18 7





























































 図 4-3 は中華民国統治期並木道の分布を示したものである。ドイツ統治期・日
 
































































































































































36）著者不明：青島・済南絵葉書，出版地不明，出版年不明。青島 64 枚，済南 32 枚の絵葉

















































































































































































































































































































































































































3) 青島守備軍（大正 3 年 11 月至大正 6 年 9 月）：青島軍政史。1914 年から 1917
年まで、総説、外事、治安司法、衛生教育、運輸交通、殖産興業、財政金融及


































17) 青島市政府接待処（1937）：青島概覧  
























































63) 李淑鳳（1995）：北京公園緑地中的植物配置、中国園林 Vol.11、No.3、32-37 
64) 張志恩（1996）：魯迅公園歴史沿革与歴史評価、中国園林 Vol.12、No.4、22-24 






















































96) 趙紀軍（2011）：武昌首義公園歴史変遷研究、中国園林 2011、No.9、70-73 
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（『日本建築学会大会学術講演梗概集』E-2、363-364、2012） 
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（『ランドスケープ研究 』76(5) 、421-426、2013）※審査付 
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（『日本建築学会大会学術講演梗概集』E-2、405-406、2013） 
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